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取り組みの背景

ESG経営の考え方に基づく船隊整備計画の必要性

• 持続可能な社会と事業戦略の両立のため、今後はESG経営の考え方に基づいて
船隊整備計画を実施していく

“2050年 GHG排出量ゼロ”達成のためのインパクト推定

• IMOによるGHG排出削減目標は加速、パリ協定1.5度目標も視野に修正する流れ

• “2050年 GHG排出量ゼロ”を目標にした際のNYK事業戦略へのインパクトを検討

将来の船隊整備計画の検討が必要

• 将来の貨物需要に伴う輸送量の変化も加味した船隊整備計画への検討拡張も必要

• NYK各事業部とも協業して具体的な戦略の検討に取り組む

将来ゼロエミフリートシミュレーションの開発

• MTIの持つ技術的知見を礎とし、船舶からのGHG排出と投資資金(CAPEX)を試算可能な
将来ゼロエミフリートシミュレーションを開発した
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実績データに基づく
GHG総排出量の計算

将来総排出量の推計
2050年ゼロに至る
シナリオの設定

リプレース隻数と
コストの算出

シミュレーションの概要

• SPAS/SIMSによる
運航プロファイルの分析

• 船種毎の推進性能

• ソフトウェア/ハード
ウェアにおけるイノ
ベーション

• 将来荷動き予測

• 目標排出量を定めて
バックキャスティング

• 燃料転換シナリオの検討
ex)アンモニア燃料の登場

• 将来の船隊整備計画

• リプレースによるCAPEX

2018中計、SBT認証取得時に検討済み

(SBT: Science Based Target)

運航プロファイルに基づく現在のGHG排出量を算出し、将来の排出量予測を実施。
アンモニア燃料登場などのシナリオも加味し、排出量・フリート構成とCAPEXをシミュレートする。
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船舶性能や運航プロファイル実績、技術イノベーションなどから将来の排出量を予測する前半部、
目標排出量を定め燃料別フリート構成を逆算、CAPEX・必要隻数を算出する後半部で構成。

運航プロファイルや
技術イノベーションに基づき
年次ごとの排出量予測

目標排出量達成のための
リプレース隻数とCAPEXを逆算

シミュレーターの構成



船種毎の運航プロファイルや個船の推進性能からCO2排出量を算出し、
ソフト・ハードのイノベーションを織り込んで将来排出量を予測する。

運航プロファイル

ソフトウェア/ハードウェアイノベーション

個船の推進性能

シミュレーターの概要 | 前半部
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将来フリート全体での必要エネルギー量から燃料別フリート構成とその時の排出量を算出し、
目標排出量になるようにリプレース隻数とその際の投資資金(CAPEX)を逆算した。

シミュレーターの概要 | 後半部
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将来フリート構成(年次別)や、代替新燃料(アンモニア、バイオ燃料等)の市場投入時期から
GHG排出量予測、リプレース隻数、投資金額を算出可能。

個船の推進性能

運航プロファイル

将来フリート構成

代替燃料
市場投入時期

各種規制

(EEXI/CII)

ソフトウェア
イノベーション

ハードウェア
イノベーション

GHG排出量予測

リプレース必要隻数

投資金額CAPEX

運転資金OPEX

ゼロエミフリート
シミュレーター貨物輸送需要

シミュレーション概念図
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ご視聴ありがとうございました。
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